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 この部では，気付きの視点（7 項目, 図 1①）を表
 
















































































































の結果を表 3 に示す。表 3 に示すように，E「自分
自身への成長の気付き」は「じぶんでできたよ」，
 気  
 
 
 表 2  先行研究からの気付きの視点 
 
表 3 学習指導要領の目標からの気付きの視点 
生活科における気付きの質の視点・学習過程のとらえ方
視点 情 感 感 発 事 関 疑 思 論 認 関 行 実無
意 情 覚 見 実 係 問 考 理 識 連 動 践自
覚研究者
朝倉 淳 △ ○ ○ ○ ○ ○ △
中山 玄三 ○ ○ ○ ○ ○ ○
清水 一豊 ○ ○ ○ ○
鹿毛 雅治 △
田村 学 ○ △ ○




・おもしろいな ・事象に 興味・関心や疑問 問題意識を持, ,
つ気付き 中山玄三( )2014
Ｂ 感覚的な気付き ・対象に対して諸感覚を用いて感じる気付き






Ｄ 認証的な気付き ・思考的な気付きが 広がり既有体験とつ,
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価，相互評価（表4          ）と言語や絵を用いた



























































 対象は，公立の A 小学校第 1 学年 98 名の児童と
した。授業実施期間は，平成 29 年 1 月 19
月 24 日ま である。時数は実施期間内の 7 時間と
した。対象となる児童は, 振 返り活動でこれまで, 
絵や言語のみで表現する振り返りカードを使用する
経験を有する者達である。 
3.  授業の流れ 
 開発した評価シートを使用した検証授業の流れを
表 4 の単元指導計画に示す。単元名は「くうきであ
そぼう」である。1 回の活動は，2 時間で 1
切
り
評    










② 3,4 時間目 
 1,2 時間目 , 
性 行わせた。おもちゃ作
り活動の途中である 3 時間目の終わり ，シールに
よる自己評価のみの振り返りを行わせた。4 時間目
表 4 単元指導計画 
   単元計画     くうきであそうぼう    （全 7 時間） 




























































































     はシールを使った振り返り活動（自己評価・相互評価） 














































 対象は，公立の A 小学校第 1 学年 98 名の児童と
した。授業実施期間は，平成 29 年 1 月 19 日から 1







そぼう」である。1 回の活動は，2 時間で 1 つの区
切りとした。授業の振り返りは全て開発した振り返
りシートを用いて行った。方法はシールを貼る自己
評価，相互評価（表 4    ）と言語や絵を用い










② 3,4 時間目 




表 4 単元指導計画 
   単元計画  くうきであそうぼう  （全 7 時間） 





















































































7 1 単元全体を通しての学習の振り返 をす
る。 





     はシールを使った振り返り活動（自己評価・相互評価） 
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     はシールを使った振り返り活動（自己評価・相互評価） 































































































4.1  従来の振り返りシートでの気付きの質の分析 
 これまで用いられてきた振り返りシートにおける







































図 2 まとめカード 
 
表 5  従来使用していた振り返りシートでの気付きの内容 
 
表5 従来使用していた振り返りシートでの気付きの内容
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図 2 まとめカード 
 
表 5  従来使用していた振り返りシートでの気付きの内容 
 
5 していた振り返りシートでの気付きの内容










































































































































































































































とめカード」を図 5, 図 6
















































・丁寧に作っていたこと。 ○10 13合 計
 
図 6 児童が作成した振り返りシート 















































































・丁寧に作っていたこと。 ○10 13合 計
 
図 6 児童が作成した振り返りシート 
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